
   学生親善使節によるモンゴル国訪問の様子 

モンゴル国ボクシング選手との交流の様子 

 

皆様の学校に出向き、総合学習などの時間をお借りしてモンゴルに関する授業を行います。 

モンゴルと島田市は、2011年から学生の派遣交流が行われ、2013年には首都ウランバートル

市にあるナラン外国語学校と島田第一中学校が姉妹校提携をしています。また、2017年からは

ボクシングナショナルチームが東京 2020オリンピック競技大会事前合宿を当市で開催するなど

近年交流が盛んな国です。 

この機会にぜひ、モンゴルの言葉や、文化、風習などを子どもたちに知ってもらいモンゴルを

身近な国として感じていただきたいと考えています。 

◆対象 

 市内の小・中学生 

◆授業時間 

 ４５分程度（応相談） 

◆派遣講師 

 島田市産業観光部文化資源活用課オリンピック・パラリンピック推進室 

 専門員 植原真理子 

◆授業内容 

・モンゴルの文化 

・モンゴルの流行（今昔） 

・モンゴル語（簡単なあいさつ、キリル文字 ※モンゴル語を読めるようになると英語などの発

音にも役立つ） 

・モンゴルの歴史 

・モンゴルの暮らし 

・モンゴルの食文化 

・モンゴルのスポーツほか 

◆申し込み 

 別紙申込書により文化資源活用課に直接申し込み 

 

  

問合せ  

産業観光部文化資源活用課オリンピック・パラリンピック推進室（杉山・加藤・植原） 

電話 0547‐36‐7214 ＦＡＸ0547-36-7815 

生徒の交流風景の写真にす
る 

合宿の写真にする 

ナラン外国語学校生徒による市内学校での交流の様子

との交流 


